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（４） 職場のあなた再現シート(職場における対応力チェック)  
 

使用の手引き 
 

１．想定する対象者 

(1) 職場等で課題を指摘されており、職場の勧めでキャリアコンサルティングに来た若者。 

(2) 離転職に関する相談を希望して来たが、離職等の理由・原因が本人の側にあると予見される

若者。 

(3) 職場等でのコミュニケーションに課題がありそうな若者。 

 但し、35歳以上でも短期の転職が多い人や、組織や人間関係の希薄な職業環境が長い人等、新

たな環境への適応を支援する目的でも使用可能です。 

 

２．使用上の注意点 

(1) 相談者の回答について、直ちに正しい・間違っているという判定をしたり、こうすることが

「正しい」とか「こういう場合はこう対応せよ」といった想定問答や対処マニュアルではあ

りません。まず、相談者の職場での普段の言動とその言動をとる思い・気持ち・考えを丁寧

に聞き、受容・共感的に理解することが第一です。その上で質問技法等を使い、相談者が職

業人として求められる行動や、ソーシャルスキル（社会性）等を自己理解するツールとして

使用してください。 

(2) 相談者の経験等によって、想定した場面を体験したことがないこともあり得ます。その際に

は状況設定を補足説明する等してください。 

 

３．設問の狙い 

 職場には、それぞれ異なる社風や文化、明文化されていないルールや常識が存在します。当然、

労働基準法をはじめとする各種の法律等に反するものについては、キャリアコンサルタントは環

境に働きかけて労働者の利益を守らねばなりませんが、客観的・社会通念上妥当なものについて

は労働者が適応することを求められることも少なくありません。 

 本シートは、職場等で遭遇する様々な場面を想定し、その場面における相談者の言動を再現し

分析するためのきっかけ作りを狙っています。場面毎の狙い・気づきのポイントは以下のとおり

です。 

 

場面１．ゆとりをもった行動（出勤）が安全や生産性の高い仕事につながることや、コンピテン

シーの一つであること等に気づくことを狙います。但し、定刻前の出勤を命じることや

当然視することは禁物です。 
 

場面２．業務を引き受ける際には、締め切りや要求される精度等を適切に把握することが必要で

す。指示する側の特徴に合わせて確認や、復唱といった基本的な行動レベルを分析し、

必要な行動に意識を向けてもらうことを狙います。 
 

場面３．未経験だからこそ成長の機会である、といったポジティブな思考や期待されていること

への気づきを狙います。また、未経験の不安を軽減するための具体的な方策の助言も必

要となります。 
 

場面４と５．自分の状況を適切に上司等に表現する必要性や伝え方に気づくことを狙います。ま

た、仕事の優先順位の判断等のスキルも分析します。 
 

場面６．組織の一員としてコンプライアンスの重要さや適切な報告・相談の在り方等に気づくこ

とを狙います。 
 

場面７．職場におけるインフォーマルな人間関係の存在やコミュニケーションの持つ意義やメリ

ット等に気づくことを狙います。但し、そうした業務以外のイベントに参加したくない

気持ちを理解することが大前提です。
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場面８．職場における金銭の貸し借りは就業規則で禁止している企業等も多く、そうしたルール

の確認や意識して働くことの必要性や、相手のためになる断り方等に気づくことを狙い

ます。 

 

場面９．他者の責任を引き受けていくことは指導的な立場へと成長していく際の一つのハードル

であったり、組織の一員としての責任であること等に気づくことを狙います。 

 

場面 10．周りへの気配りや自発的な声掛けが快適な職場生活には有効であることや、自己の評価

を高めること等に気づくことを狙います。但し、残業を推奨したり、当然視することは

禁物です。 

 

いずれも、助言・相談するキャリアコンサルタント自身のコンピテンシーや職務遂行能力のレベ

ルが問われるものです。まずは自身が若者のロール・モデルとなれるかを自問自答し、必要なら

ばコンピテンシーや職務遂行能力を高めるためのビジネス書で勉強する等、自己研鑽してくださ

い。（キャリアコンサルタントはカウンセリングスキルだけではできません。） 

 

４．使用方法 

(1) シートの 10 個の場面の吹き出しに、相談者の普段の自分の言動を書き込んでもらいます。あ

まりかしこまらず、リラックスした雰囲気で素の自分が出せるようにガイドしましょう。文字

だけでなく「！」やイラストを用いたりして自由に表現してよいことを伝えましょう。 

(2) 相談者の回答の持つ意味を共感的に理解するため、まず相談者の考えや気持ちを丁寧に教え

てもらいましょう。 

(3) 次に、以下のような質問技法を用いる等して自己理解や職場で求められるソーシャルスキル

等について気づきをもたらすよう働きかけます。 

  

【質問例】 

 ①そのような行動（発言）をする理由があれば聞かせてください。 

 ②周囲の先輩等はどのように行動していますか？ 

 ③あなたが○○という行動（発言）をした結果、相手（周囲）からどんな反応がありましたか？ 

 ④その行動（発言）をすると相手（周囲）は、あなたに対してどんな気持ちになると思います

か？ 

 ⑤逆の立場だとしたら、あなたはどんな気持ちになるでしょうか？ 

 

 必ず上の質問をする必要はありません。あくまでも相談者との関係性を理解し、相談者を十分

に理解した上で、必要に応じて掘り下げましょう。また、年代による価値観や一般論の相違もあ

りますので、相談者が職場等で適応していく上で課題となるものを中心に扱いましょう。 
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